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〔気体の性質〕 
 

【１】1990年度 本試験 化学 第２問  

 

問１ 次の問い(ａ・ｂ)に答えよ。 

ａ 一定質量の理想気体の温度を T1[Ｋ]または T2[Ｋ]に保ったまま，

圧力 P を変える。このときの気体の体積 V[L]と圧力 P[atm]との関

係を表すグラフとして，最も適当なものを，次の①～⑥のうちから一

つ選べ。ただし，T1＞T2とする。 

 

 

 

 

 

 

ｂ 理想気体１mol がある。圧力を１atm または２atm に保ったまま，

温度 t[℃]を変えると，その理想気体の体積 V[L]は，それぞれ次の

式にしたがって変化する。 

V＝a1t＋b1(圧力１atmの場合) 

V＝a2t＋b2(圧力２atmの場合) 

 式中の定数 a1，a2，b1，b2に関する次の関係式①～④のうちから，

正しいものを一つ選べ。 

① ２a1＝a2 ② a1＝２a2  

③ ２b1＝b2 ④ b1＝b2 
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【２】1999年度 追試験 化学 IB 第２問  

 

問２ 実在気体では，一般に低温・高圧になるほど理想気体の状態方程

式からのずれが生じる。理想気体からのずれに関する次の記述ａ～

ｃについて，正誤の組合せとして正しいものを，以下の①～⑧のうち

から一つ選べ。 

ａ 一般に，極性が大きいものほど大きい。 

ｂ 一般に，分子量が小さいものほど大きい。 

ｃ 一般に，沸点が高いものほど大きい。 

 

 ａ ｂ ｃ  ａ ｂ ｃ 

① 正 正 正 ② 正 正 誤 

③ 正 誤 正 ④ 正 誤 誤 

⑤ 誤 正 正 ⑥ 誤 正 誤 

⑦ 誤 誤 正 ⑧ 誤 誤 誤 

 

問３ 水への溶解度が無視できる気体の分子量を求めるため，図１に示

す装置を使って，次のａ～ｄの順序で実験した。 

ａ 気体がつまった耐圧容器の質量を測定したところ，W1[g]であった。 

ｂ 耐圧容器から，ポリエチレン管を通じて気体をメスシリンダーに

ゆっくりと導き，内部の水面が水槽の水面より少し上まで下がった

とき，気体の導入をやめた。メスシリンダーの目盛りを読んだとこ

ろ，気体の体積は V1[l]であった。 

ｃ メスシリンダーを下に動かし，内部の水面を水槽の水面と一致さ

せて目盛りを読んだところ，気体の体積は V2[l]であった。 

ｄ ポリエチレン管を外して耐圧容器の質量を測定したところ，W2[g]

であった。 

 

 

 

 実験中，大気圧は P[atm]，気温と水温は常に T[Ｋ]であった。水の

蒸気圧を p[atm]，気体定数を R[atm･l/(Ｋ･mol)]とするとき，気体の

分子量はどのように表されるか。最も適当なものを，次の①～⑥のうち

から一つ選べ。ただし，ポリエチレン管の内容積は無視できるものと

する。 
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【３】1994年度 本試験 化学 第２問  

 

問１ 図１の曲線は，ヘリウム，窒素，二酸化炭素について，温度 T[Ｋ]

を一定(373Ｋ)にして，圧力 P[atm]を変えながら，１mol当たりの体

積 V[L/mol]を測定し，
PV

RT
 の値を求めて描いたものである。曲線Ａ，

Ｂ，Ｃに対応する気体の組合せとして正しいものを，次の①～⑥のう

ちから一つ選べ。 

 ただし，R は気体定数である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ａ Ｂ Ｃ 

① He N2 CO2 

② He CO2 N2 

③ N2 He CO2 

④ N2 CO2 He 

⑤ CO2 He N2 

⑥ CO2 N2 He 
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【４】1991年度 本試験 化学 第２問  

 

問１ 二つのフラスコからなる図２の容器を用いて，27℃，１atmの水素

H2 １Lと，27℃，２atm の二酸化炭素 CO2 １L を，コックを開いて

混ぜあわせ，長時間放置して，均一な混合気体をつくった。以下の

問い(ａ・ｂ)に答えよ。 

 

 

 

ａ 得られたこの混合気体に関する次の記述①～⑤のうちから，誤りを

含むものを一つ選べ。 

① 左右のフラスコ内にある分子は，開いてあるコックを通じて互い

に拡散しあう。 

② 水素分子と二酸化炭素分子の熱運動は，温度を上げると激しくな

る。 

③ 気体をすべて理想気体とすれば，水素の分圧は 27℃で 0.5atmで

ある。 

④ 気体をすべて理想気体とすれば，全圧は 27℃で 1.5atm である。 

⑤ 全体を－173℃に冷却すると，全圧は約３分の１に減少する。 

ｂ 上記の混合気体の密度は，27℃，１atmの水素の密度の何倍となる

か。次の①～④のうちから，最も適当なものを一つ選べ。 

① 22.5 ② 23.0 ③ 45.0 ④ 46.0 
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【５】2004年度 追試験 化学 IB 第２問  

  

問２ 0.32g のメタン，0.20g のアルゴン，0.28g の窒素からなる混合気体

がある。この混合気体の 500K における窒素の分圧は 1.0atm である。こ

の混合気体に関する次の問い(ａ・ｂ)に答えよ。ただし，気体はすべて

理想気体とみなし，気体定数は R＝0.082atm･L/(K･mol)とする。 

 

ａ 500K における混合気体の体積[L]として最も適当な数値を，次の①～⑤

のうちから一つ選べ。 2  L 

① 0.14 ② 0.41 ③ 1.0  

④ 1.4 ⑤ 4.1 

 

ｂ 500Kにおける混合気体の全圧[atm]として最も適当な数値を，次の①～

⑤のうちから一つ選べ。 3 atm 

① 2.0 ② 2.5 ③ 3.0  

④ 3.5 ⑤ 4.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【６】2005年度 本試験 化学 IB 第２問  

 

問１ 蒸気圧に関する次の文章中の空欄 a ・ b に当てはまる数値の

組合せとして最も適当なものを，下の①～⑥のうちから一つ選べ。ただし，

気体は理想気体とし，気体定数は R＝0.082atm･L/(K･mol)とする。 

 

 図 1は水の蒸気圧曲線を示す。大気圧 0.80atmで水は a ℃で沸騰す

る。また，水 0.10mol を容積 22.4L の真空容器に入れたとき，60℃にお

いて容器内の圧力は b atmである。 
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 a b 

①  94 0.10 

②  94 0.12 

③  94 0.20 

④ 100 0.10 

⑤ 100 0.12 

⑥ 100 0.20 

 

問２ 物質の状態に関する記述として下線部に誤りを含むものを，次の①

～⑤のうちから一つ選べ。 

① ピストン付き密閉容器内の気体の温度を一定にしたまま体積を

小さくすると，単位時間・単位面積あたり容器の壁に衝突する分子

の数が増える。 

② 温度を上げると気体中の分子の拡散が速くなるのは，気体の分子

がエネルギーを得て，その運動が活発になるからである。 

③ 蒸気圧が一定の密閉容器内では，液体の表面から飛び出した分子

は再び液体中に戻らない。 

④ 大気中に放置したビーカー中の液体が蒸発して次第にその量が

減少するのは，蒸発した分子が空気中に拡散していくからである。 

⑤ 固体から液体へ状態が変化すると，この物質を構成する分子は，

融解熱に相当するエネルギーを得て，自由に移動できるようになる。 

 

 

 

 

【７】2004年度 本試験 化学 IB 第２問  

 

問３ 容積 20.0L の真空容器に 1.80g の水を入れ，温度を 27℃にした。こ

のとき容器内の圧力は x atm であった。次に容器の温度を 57℃に上げる

と，圧力が y atm になった。x，y に当てはまる数値の組合せとして最も

適当なものを，次の①～⑥のうちから一つ選べ。ただし，27℃，57℃にお

ける水の蒸気圧は，それぞれ 0.035atm，0.171atmである。また，気体は

理想気体とみなし，気体定数は R＝0.082atm･L/(K･mol)とする。 

 

 x y 

① 0.035 0.135 

② 0.035 0.171 

③ 0.123 0.135 

④ 0.123 0.171 

⑤ 0.158 0.135 

⑥ 0.158 0.171 
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【８】1993年度 本試験 化学 第２問  

 

問１ 容積を任意に調節できる密閉容器内に，窒素 0.40mol とエタノー

ル 0.10mol の混合気体を入れ，1.0atm，80℃にした。図１のエタノ

ールの蒸気圧曲線を用いて，次の問い(ａ・ｂ)に答えよ。 

 

 

 

ａ この混合気体を 1.0atmに保ったまま，容器全体を徐々に冷却した

とき，液体のエタノールが生じ始める温度は何度(℃)か。次の①～⑤

のうちから，最も適当な数値を一つ選べ。 ７ ℃ 

① 23 ② 42 ③ 59  

④ 67 ⑤ 78 

 

ｂ 1.0atm，80℃の混合気体を温度一定に保ったまま，徐々に加圧し

たとき，液体のエタノールが生じ始める圧力は何 atmか。次の①～⑤

のうちから，最も適当な数値を一つ選べ。 

① 2.6 ② 4.2 ③ 5.3  

④ 7.2 ⑤ 9.5 
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【９】2000年度 追試験 化学 IB 第２問  

 

問３ 次の文章中の空欄 ａ ・ ｂ に入れる数値の組合せとして最

も適当なものを，以下の①～⑤のうちから一つ選べ。 

 

 図１は水の蒸気圧曲線を示す。ピストン付きの密閉容器に水 0.020m

olと窒素 0.020molを入れ，容器内の圧力を 1.0atmに保ちながら 110℃

まで加熱して，水を完全に気化させた。この圧力を保ちながら温度を

下げていったとき， ａ ℃で水が凝縮し始めた。さらに温度を ｂ

 ℃まで下げたとき，容器には 0.025molの気体が残った。 

 

 

 

 

 ａ ｂ 

① 100 90 

② 100 60 

③ 100 50 

④  82 60 

⑤  82 50 

 

 

 

 

 

 

 


